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本論文の第一の成果は、『遊心安楽道』の撰者を 8 世紀の東大寺僧智慢と特定したことである。 1959年に村地哲明
が『遊心安楽道』元暁偽撰説を提起して以来、日韓の研究者によってその撰述者が推測され、① 8 世紀初頭から 9 世
紀初頭の新羅僧撰述説、②10世紀半ばの叡山僧撰述説、③ 8 世紀初頭の唐弘法寺系新羅僧撰述鋭、④ 8 世紀半ばの新
羅僧撰述説など、諸説が提示されてきた。しかしいずれの説においても、『遊心安楽道』が 8 世紀の新羅浄土教学と
親近性を有している一方、朝鮮半島では確認できない光明真言信仰を鼓吹していること、さらには『遊心安楽道』が
日本にしか伝存していないことを整合的に説明しうるものとはなっていなかった。それに対し筆者は、『不空頴索神
変真言経』が既に 8 世紀の日本において浸透していたことを明らかにするとともに、新羅の浄土教学と光明真言信仰
との接点に智僚が存していたことを解明して、きわめて蓋然性の高い学説を定立することに成功している。これは古
代の日朝仏教史に対する重要な貢献である。
また『華厳宗祖師絵伝』に描かれた智拳印を結ぶ新羅民衆の姿は、『遊心安楽道』を元暁の作品と信じた明恵の誤
解の産物であったとの指摘も鋭いし、来迎院本が良忍の手択本で・なかったことの確認とその資料紹介も大きな貢献で
ある o とはし、ぇ、論述に繰り返しのめだつのが惜しまれるし、智慢を基軸とした古代浄土教史の再構築もなお課題と
して残っている。しかし筆者が、斬新な問題提起をしてきた若手研究者であることからすれば、本論文での達成を踏
まえて、自らの構想をさらに深めて行くことが期待されよう。本論文はその基礎となる価値を十分に有している。
本審査委員会は、本論文が博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する o
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